
言
語
比
較
と
英
語
発
音

の
教
授

北

村

正

司

言語比較 と英語発音の教授

限
定

さ
れ

た
時
間
内
に
、
学

習
者

の
進
歩
を
で
き
る
だ
け
促
進

し
よ
う
と
す

る
外
国
語

の
教
授
計
画

の
編
成

に
お

い
て
は
、
外
国
語

の

科
学

的
分
析

と
記
述

に
基
盤

を
置

く
教
材

の
選
択

が
第

一
の
要
件

で
あ
る
。
次

に
考
慮
す

べ
き
重
要

な
問
題

は
、

こ
の
よ
う
な
教
材

の
習

得

に
あ
た

っ
て
、
学
習
者

の
母
国
語

の
習
慣
が
ど

の
よ
う
な
障
害

を
与
え
る
か
と
い
う

こ
と
の
研
究

で
あ
る
。
幼
児
は
何
等
固
定

し
た
言

語
習
慣
を
持

っ
て
い
な

い
か
ら
、
両
親

や
周
囲

の
人

々
の
発
話
を
素
直

に
模
倣

で
き
る
。

し
か
し
、

母
国
語
を
学

ぶ
場
合

に
は
事
情

は
全

く
異
な

っ
て
く
る
。
母
国
語

に
似

た
外
国
語

の
要
素

は
、
学
習
に
容
易

で
あ

ろ
う

し
、
母
国
語

と
異

な

っ
た
要
素

は
困
難

に
感
ず

る
で
あ

ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
教
師

は
外

国
語
と
母
国
語

の
比
較

に
よ

っ
て
、
学

習
上

の
問
題
点

を
洞
察
し
教
材
編
成

に
当

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な

、
Q
周
ユ
O
ω
ま

ーV

を

↓
ず
o

目
o
ω
け
o
臼
o
げ
艮

日
讐
o
目
壁
尻

母

o

窪

8

0

夢

9

胃

Φ

ぴ
器

&

ロ
"
o
昌

簿

ω
9
0
巨

田
o

留

o陰
o
比
営

δ
口

o
出

(
1

)

o
費

Φ
貯

=
《

8

目

b
母

a

乱

夢

㊤

℃
母

蝉
旨
巴

山
o
の
q

首

鉱
o
昌

o
h

導

o

ロ
9。
諏
く
Φ

冨

昌
αq
ロ
譜

o

o
h

け
げ
o

冨

胃

ロ
o
吋
.

夢

①

置

づ
槻
`
拶
oQ
o

8

9

5

母

ロ
Φ
ユ
讐
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と

い

っ
て
い
る
。
わ
が
国

の
英
語
教
育

に
お

い
て
は
、
英
語
と
日
本
語

の
科
学
的
分
析

と
記
述

に
立
脚
し
、

二

つ
の
言
語
体
系

を
組
織
的

929

に
比
較

し
て
、
構
造
上

の
型

に
関
す

る
差
異
を
学
習

の
難
易

の
角
度

か
ら
研
究

し
、
本
質
的
で
適
切
な
教
材

を
編
成
す
る

こ
と
が
必
要

で

あ

る
。

こ
の
よ
う
な
教
材
は
効
果
的

な
教
授
法

を
導
き
出

し
、
教
授

と
学
習

の
能
率

を
高

め
る
も

の
と
信
ず

る
。
以
上
の
趣
旨

か
ら

こ
こ

で
は
英
語
教
授

の
諸
領
域

の
う
ち
、
発
音

の
分
野

に
お

い
て
英
語
と
日
本
語
の
比
較

を
行

い
、
主
要
な
学

習

の
問
題
点
を
明
か
に
し
た
い

(
2

)

と

思

う

。
(
1
)

O
げ
櫛
ユ
o
の

ρ

閏
憶
⑦
ρ

§

§

ミ
鑓

黛
ミ
亀

ト
§

§

§
偽

穿

曳
帖忠

蕊

魯

さ

ミ
雪

卜
亀
墓

ミ

噂
や
・
㊤
・

(
2
)

日
英

両
語

の
発
音

と
文

法

を
比
較

し
た
も

の
と
し

て

は
、

英
語
教

育
研

究
委
員
会

報
告

(
研
究
社
)

中

に
、

庶

ミ

§
馬
亀

亀
蓋
職

肉
這

詠
魯

が
あ

る
。

中
鳥
文

雄
氏

の

6
q
§

ミ
註
勉
O
蕊

一

英

語

と
日

本

語

の
発
音

の
比
較

は
、

こ
の

二
言

語

の
音

組

織

を
構

成
す

る

分
節

音

素

(ω
o窟

o巨
巴

嘗
o
器
目
o)

と

「
か
ぶ

せ
」

音

素

(ω
ξ

旨
ωΦ窟

o
暮
巴

旨
言
o
ヨ
Φ)

に

つ
い
て
行

わ
れ

ね
ば

な

ら

な

い
。

英
語

の
分
節
音
素

に
関
し
日
本

の
学
習
者
が
直
面
す

る
問
題
点

の
所
在
を

つ
き

と
め
、

こ
れ
を
記
述
す
る
た
め
に
は
、

二
言
語

に

つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ

の
分
節
音
素
表

を
作
成
し
、

こ
れ
を
比
較

す
る

の
が
効
果
的

で
あ
る
。

ミ
シ
ガ

ソ
大
学

英
語
研
究
所

の

寄
象

駄

』
ミ
ミ

壽

ミ

翫
§

ミ

鍵

軌罫

誉
、
ミ

§
§

曾
ミ

§
、吻

(や

Q。
)

に

は
次

の
日
英

両
語

分
節

音

素

比
較

表

が
掲

げ

ら
れ

て

い
る
。

こ
の
表

の
英

語
音
素

表

記

法

は

年

帥①
ω
の
も

の
で
、

そ

の
ほ

か
に

二
重

母
音

鳶

く

鳶

口
＼

＼
2
＼

の
三
個

が
あ

る
。

つ
ま

り
、
牢

奮

に

し

た
が
え

ば

、
英

語

(
い
わ
ゆ
る

O
窪
¢
邑

ぎ

。ロ
$
"
)
の
分

節
音

素

は
、
子

音

二
四
、

母

音

一
一
、

二
重

母

音

三
計

三

八
個

が

あ

る
。

こ

れ

に
対

し
て
、
日
本
語

の
分
節
音
素

の
数

は
、

は
る
か
に
す
く
な
い
。

同
研
究
所

の
日
本
語
の
分
節
音
素
表

は
、
厳
密
な
も

の
で
な
く
、
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OOqq

田
研
甜
e
ゆ
雪
略
細

ぴ や

 

ヨ

雌

ω 口

のく 昌量 」凸くO〈

山e+

矯

σq唱

げ窯

雌

o ●■幽9

O

幾

分

妥

協

を

行

っ
た

実

際

的

な

も

の

で

あ

る

が

、

服

部

四

郎

博

士

は

、

日

本

語

(
東
京

方
言
)
の
音

素

を

次

の

よ

う

に

設

定

し

て

い

る

。

申

鴫

燗

隷

＼
劉

.
…
ぎ

σq
…
掌

ぴ
…
計

Ω
…
p

8

ω
…
鴇
脚
學

β

具

(
音
素

＼
咀
＼

を
所
有

し
な

い
個

人
も
あ

る
。

＼
、＼

は
服

部
博

士
が
最
初

ゼ

ロ
子

音
音
素
、

後

に
喉
頭
音

音
素

と
呼

ん
だ
も

の
。
)

糸
砲

環
囎
澱

≧

妻
＼

鞄

蝋

蝋

澱

＼
舘
P

9ユ
吻
P

二
＼
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串

ー
唱
囎
素

＼
7

0
＼

(＼
2
＼

は

い
わ
ゆ
る

「
は
ね

る
音
」
、
＼
O
＼

は
同

じ
く

「
つ
ま
る
音
」
)

(
市

河

三
喜
、

服

部
四
郎

共
編

「
世

界
言
語

概
説
」

掌

H
α
ω
・)

で

＼
目
＼

と
表
記
す

る
学

者
も

い
る
。
)
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す
な
わ
ち
、
日
本
語
に
は
、
子
音
音
素

一
五
、
半
母
音
素
二
、
母
音
音
素
五
、

モ
ー
ラ
音
素

二
計

二
四
個

の
分
節
音
素

し
か
な

い
わ
け

で
、
英

語
の
分
節
音
素

三
八
個

と
の
対
照
か
ら
見

た
だ
け

で
も
、
日
本
人

の
英
語
学
習
上

の
困
難
が
示
唆

さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う

な
問
題

点
を
構
成
す
る
か
を
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ミ
シ
ガ
ソ
大
学
英
語
研
究
所

で
は
前
掲

の
日
英
両
語
音
素
表

に
立
脚
し
て
予

想
さ
れ
る
日
本
人
学
習
者
の
聴
覚
上

の
問
題
点
を
次

の
よ
う

に
ま
と
め
て

い
る
。

10.9.8.7.6.5.4.5.2.1.

＼
H
＼
、
＼
α
＼

お
よ
び
無
気

音

の

＼
什
＼

と
混
同
さ

れ

る

＼
一
＼
。

こ

＼

と
混
同

さ
れ
る

＼
一
＼
。

＼
ぴ
＼

と
混
同
さ

れ
る

＼
く
＼
。

＼
d
＼

と
混
同

さ
れ
る

＼
離
＼
。

両
唇
子

音

の
前
以
外

の
音
節

の
末

尾

で

＼
㊤
＼

と
混

同

さ
れ

る

＼
目
＼
。

＼
げ
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
楠
＼
。

＼
o
＼

と
混
同

さ
れ
る

＼
o
＼
。

＼
凶
＼

あ

る

い
は

＼
一
＼

の
前

の

＼
け
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
α
＼
。

音
節

の
末
尾

の

＼
㊤
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
昌
＼
。

＼
",
＼

と
混
同
さ

れ

る

＼
一
＼
。
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25.24.23.22.21.20.19.18.17.16.15。14.13.12.11.

＼
一
＼

あ

る

い
は

＼
同
＼

の
前

の

＼
似
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
の
＼
。

＼
⇔
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
o
＼
。

母
音

で
分
割

さ

れ

る
同

じ
子
音

と
混
同

さ
れ

る
子
音

の
連
結
。

＼
ω
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
㊤
＼
。

＼
一
＼

の
前

の

＼
"
＼

た
は

＼
N
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
自
＼
。

母
音

の
間

の
位
置

に
お

い
て

＼
燭
＼

と
混
同

さ
れ
る

＼
O
＼
。

「

＼
N
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
倒
＼
。

＼
"
＼

と
混
同
さ
れ

る

＼
駆
＼
。

＼
田
＼

と
混

同
さ
れ

る

＼
伺
＼
。

＼
山
＼

と
混
同

さ
れ

る

＼
H
＼
。

母
音

で
分
割

さ
れ

る
子
音

と
混
同

さ
れ

る
同
じ
子
音

の
連
結
。

＼
一
＼

ま
た

は

＼
同
＼

の
前

で

＼
"
＼

と
混

同
さ
れ

る

＼
N
＼
。

＼
弱
＼

と
混

同
さ

れ
る

＼
8
＼

母
音

で
分

割
さ
れ

る
子
音

と
混

同
さ
れ

る
同
じ
子
音

の
連
結
。

＼
$

＼

と
混

同

さ
れ
る

＼
o
＼
。

(
21

と
24

に
同

じ
項

目

が
あ

る

の
は
問
題
作

成

の
順
序

を
示
す

。
)

(↓
げ
O

菊
Φ
ω①
曽
目
O
げ

ω
け曽
睡

O
h
けゲ
O

国
昌
oq
賦
ω
犀

U
9
ロ
雅

曽
oq
O

一旨
ω
け詳
ロ
冨

℃
頴

無

ミ

ト
ミ
ミ

壽

§

鳳画O
ざ

尋

、
ミ

亀
ミ
題
鴨
⑦
ミ
亀
偽
ミ
、鉾

喝
.
日
9
)

こ
の
表

は
聴
覚

テ
ス
ト
の
基
準

と
し
て
、

主
な
問
題
点

を
列
挙

し
た
も

の
で
あ
る
が
、

変
異
音

に
関
す
る
問
題
点

を
補
う

必
要

が
あ

95

る
。

ま
た
調
音

の
角
度

か
ら
見
れ
ば
、
も

ち
ろ
ん
他
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ

で
次
に

こ
れ
ら
を
総
合
し
、

9



い
わ
ゆ
る
標
準
米
語
を
比
較

の
対
象

と
し
て
考
慮
を
進

め
て
み
よ
う
。
音
素
表
記
法

は
主
と
し
て

甲
奮

に
従

う

こ
と
に
す

る
。
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L

日
本
語
音
素

の

剛
型
性
に
基
因
す
る
問
題
点

英

語

の
分
節

音
素

の
数

は

日
本

語

よ

り

は

る
か

に
多

い

か
ら
、
英

語

の
二
個

ま

た
は

そ
れ

以

上

の
音
素

が
、

日
本

語

で
は

一
個

の
音
素

に
入

る

こ
と
が
予

想

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う

な

場
合

の
学

習

の
困
難

さ

に

つ
い

て
、

H
巴
。

は
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

ω
↓讐

o
画

ヨ

目
0
8

αq
Φ
ロ
9

巴

けΦ
目
目
μ

≦
ゲ
o
ロ

o
昌
o

ω
齢
巳
自
8
日
梓
口
巳
幹
9

9
0
B
Φ
馨

言

野
Φ

ロ
9
鉱
く
o

冨
昌
磐

9
0q
①

け零
o

ω
赫
巳
ゆ
$

暮

ロ
巳

$

ぎ

夢

o

♂
邑
皿
αq
昌

冨
昌
αq
ロ
9
0q
Φ

毒
o

ゴ
曽
く
o

ヨ
9
凶
日
口
B

冨
跨

巳
昌
σq

α
一曲

o
巳
身

●

(ピ
ぎ
豊

一ω
訟
$

碧
『
盆

の
O
巳
ε

↓
o
ω
・
℃
」

9
)

Φ
ρ
ロ
彗
o
ω

げ
罠

ロ
磐

巴
ぐ

毒
詳
げ

こ

の
観

察

は
発
音

の
問
題

だ

け

で

は
な
く

、
語

彙

、

文

法

の
問

題

に
も

あ

て

は

ま
る

わ
け

で
あ

る
が

、

こ
れ

を

発
音

上

か

ら
見

れ

ば
、

母

国
語

の

一
音
素

が
、
外

国
語

の

二
音

素

に
等

し

い

と

い
う
関

係

が

二
言

語
間

に
存

在

す

る

と
き

、

学

習

上

の
困

難

は
最

大

で
あ

る

と

い

う

結
論

に
な

る
。

分
節

音

素

に
関

し

て

は
、

日
本

語

が

一
型

組
織

(()昌
Φ
弓
簿
け什O円口P
ω団
ωけ①邑P
)
を
取

り
、
英

語

が

二
型

組
織

(↓
ぎ

弓
9。
マ

8
旨

ω器
8
旨
)
を

取

っ
て

い
る
場

合

が
す

く

な
く

な

い
。

た

と
え
ば

、

日
本

語

の

＼
幽
＼

の

一
音

素

に
対

し

て
、

英

語

で

は

げ
。鼻

げ
詳

の

＼
一
＼
＼
一
＼

の

二
音
素

の
対

立
が
あ

る
。

こ

の
二
音

素

は
音
質

の
差

で
区
別

さ

れ

る
も

の

で
、
＼
一
＼

は

＼
く

よ
り
、

ほ

と

ん
ど

の
場

合

長

く

発
音

さ

れ

る
が
、

長

さ

は

こ
の

二
音

素

の
決
定

要

件

で

は
な

い
。

一
方

、

日

本
語

に

お

い
て

は
、

母
音

の
長

短

が

意

味

を

区
別
す

る
。

も

っ
と
も

、

日
本
語

の
長

母
音

は
、

音

素

論

的

に
見

れ
ば

、

前

の
母
音

を
も

う

一
度

く

り
か

え

し
た

に
す
ぎ

な

い

の

で
あ

る
が
、

「
オ
バ

サ

ソ
」

か

「
オ
パ

ー

サ

ソ
」

か

は
母

音

の
長

短

で
決

定

す

る

の
で
あ

る

か
ら

、

そ

の
対

立

は
重

要

で
あ

る
。

こ
の
言

語
習

慣

か

ら

、

日
本

人

は
た

い
て

い

＼
一
＼
＼
一
＼

を

二
音

素

の
長

さ

で
識

別

し

よ
う

と

し
、

ま

た

＼
凶
＼
の
方

が
普

通
長

く

発
音

さ
れ

る

た
め
、
識

鞠



言語比較 と英語発音の教授

別

で
き

る
場

合

が
多

い
。

ミ
シ
ガ

ン
聴

覚

テ

ス
ト

の

缶
①
、ω
αq。
ぼ
。q
8

冠
碧

9

と

国
⑦
、ω
αq
。冒
。q
8

豪

ρ

の
差
異

を
聞

き

分
け

る

問
題

に

つ

い
て
実

験

し

て
み

る

と
、

誤

謬

は

ほ

と
ん
ど
皆

無

に
近

い

こ
と
が

わ

か

る
。

し

か

し
、

こ

の
よ
う

に
長

さ

の
差

に

よ

っ
て
識

別

し
よ
う

と

す

る
努

力

は
必
ず

し
も

成
功

す

る
と

は
か
ぎ

ら

な

い
。

同

じ
く

、

ミ

シ
ガ

ソ
聴

覚

テ

ス
ト

の

↓
冨

目
き

葺

旨
。

9
騨

と

↓
げ
Φ
巳
き

び
。
讐

ひ
。
臥
。㎎

に

つ
い
て
実

験

し

て

み
た

と

こ
ろ
、
前

の
問
題

の
正
解

者

の
三
割

ま

で
が
失

敗

し
た
例

が
あ

る
。

英

語

の
母
音

の
長

さ

は

そ

の
音

声

環
境

に

よ

っ
て
変

化

し
、
無
声

子
音

の
前

に
来

る
場

合

は
有

声

子
音

の
前

に
来

る
場
合

よ

り
短

く

な

る
が

、
後

の
問
題

に

お

い

て

は

げ
$
け
の

こ

＼

が
後

続

の
無

声

子
音

＼
↓
＼

の
影
響

に
よ

っ
て
短

く
発
音

さ
れ

る

た
め
、

混
同

が
生

じ

た
も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

こ
れ

を
要

す

る

に
、

多

く

の
場

合

＼
一
＼

と

＼
く

の
対

立

は
、

日
本

の
学

習
者

に

は
識

別

上

の
問

題

点

と
な

ら
な

い
が
、

学

習

者

は

そ

の
識

別

を
長

さ

と

い
う
非

音

素

的
特

性

を
通

し

て
行

う

こ
と
が
多

い
と

い
う
事

実

に
留
意

し
、

音

素

的
特

性

で
あ

る
音

質

を

認
知

す

る

よ

う

指
導

す

る
必
要

が
あ

る
。

識

別

の
場

合

と
は
異

っ
て
、

＼
凶
＼

と

＼
図
＼

を
対

立

し

て
発

音

す

る

こ

と
は
、

日
本

の
学

習

者

に

は
極

め

て
大
き

な
問

題
点

を
構

成

す

る
。

長

さ

の
差

に
よ

っ
て

こ

の
二
音

素

を
区

別
す

る

よ
う

に
発

音

す

れ
ば

、
音

質

の
差

が
欠

如

し

て

い
る

か
ら
、

英

語
国

民

を

混
乱

さ

せ
る
。

そ

れ

で
音

質

を
区

別

し

て
調

音
す

る

こ

と
が
重

要

で
あ

る

が
、

両

者

の
う

ち

＼
一
＼

は

[
イ
]

に

よ
く
似

た
音

で
あ

る

か
ら
、

問

題
点

は

＼
一
＼

の
方

に
存

在

す

る
。

＼
一
＼

は

＼
一
＼

よ

り
舌

と
あ
ご

の
位
置

が

少

し
低

く

弛
緩

し

た
母
音

で
あ

る
。

こ

の
音

は
日
本

語

に
な

い
た
め
、

[
イ
]

を
転

用

し
混
乱

を
生
ず

る
傾

向

は
著

し

い
も

の
が

あ

る
。

あ

る
英

語

教

育

講

習
会

に

お

い
て
も

、
当
時

上
映

中

の

米

画

の
題
名

、、一
ミ
碧

け
8

こ
く
①
、、
を

.、一
類
9
暮

8

H
$
〈
①
..
と
発

音

し
、

米

人
講

師

に
混
同

を
与

え

た
人

々
が
あ

っ
た
く

ら

い

で
、

学

習

者

に

は
む
ず

か
し

い
音

で
あ

る
。

ま

た
、

＼
一
＼

の
調
音

指

導

に
お

い
て

は
、

＼
・
＼

と

の
混

同

が
学

習
者

に
生

じ

や
す

い

こ
と

に
も

注

意

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

日
本

語

の
調
音

点

と
比
較

す

る

と
、
＼
H
＼

の
舌

と
あ

ご

の
位

置

は

[
イ
]

と

[
エ
]

の

中

間

で
あ

る
。

そ

の

979

音

色
も

場

合

に
よ

っ
て

は
日
本

人

の
耳

に

は

[
エ
]

の
よ
う

に
聞

え

る
。

た

と
え
ば

、
弓
言

が

需
ロ

の
よ
う

に
聞

え

る

か
ら
、

学

習

者

は



舌

を
弛

緩

し
、
＼
一
＼

よ

り
も

舌

を
下

げ

る

こ
と
に
注
意

を
集

中

す

る
間

に

＼
H
＼

が

＼
・
＼

に
な

る

こ

と
も

珍

し
く

は
な

い
。

こ
の

よ

螂

う
な
事
情
で
あ

る
か
ら
、

以
上

の
三
音
素

に

つ
い
て
は
、
特

に
集
中
的
な
練

習
を
積
む

こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

＼
一
＼

と

＼
一
＼

の
対
立

と
似
て
は
い
る
が
、
調
音
上
さ
ら
に
複
雑
な
問
題
点

を

構
成
す

る

も

の

に
、
り
8
r
宕
コ

の
母
音

＼
β
＼

と

＼
¢
＼

の
対
立
が
あ
る
。
識
別
上

は
、
前
者
が
普
通
長
く
発
音

さ
れ

る
の
で
、

＼
一
＼
＼
一
＼

の
場
合
と
同
様
に
、
学
習
者
は
こ
の
非
音

素

的
特
性

を
通
し
て
二
音
素

を
聞
き
分
け
よ
う

と
す

る
。
そ

の
結

果
音
質

の
差

を
認
知
す
る
努
力
に
欠
け
、
調
音
上

の
困
難

の
解
決

を
遅
ら

す
傾
向
が
強

い
。
日
本
語

の

[
ウ
]

は

＼
鎚
＼

よ
り
舌

の
位
置

は
ず

っ
と
前
方

で
あ

っ
て
唇

の
円

め
も
普
通
な

い
。

こ
の
よ
う

に
唇
を
使

う

の
を

一
般

に
避
け
る
の
は
日
本
語

の
調
音
的
特
性

で
あ

る
。
ま

た
舌

の
中
央
部

を
使

う
こ
と
が
多

い
の
も
そ

の
特
性

で
あ
る
。

こ
の
言

語
習
慣

か
ら
考
察
す
れ
ば

、
英
語

の

＼
q
＼

は
唇
を
円
く

し
、

か

つ
突
出
し
調
音
域

を
ず

っ
と

[
ウ
]

よ
り
も
後

方
に
す
る

の
で
あ
る
か

ら
、
そ

の
調
音

は
日
本
の
学

習
者

に
大
き
な
困
難
を
与
え

る
こ
と
が
予
知
さ
れ

る
。
＼
d
＼

は

＼
ロ
＼

よ
り
舌

の
位
置
が
す

こ
し
低
く
、

弛
緩
し
た
母
音

で
、
＼
q
＼

と
は
音
質
が
異
な
る
。

ま
た
唇

は
す

こ

し
円

め

ら

れ

る
。

こ
の
音

を
発
す

る

場
合
の
筋
肉

の
弛
緩

は
日

(
1

)

本

人

に
不

得

手

な

こ

と
が

多

く

、

O
Φ
}

9。
a

も

、G
碧

き

。
ω
Φ
曾
&

。
暮
ω
。
h8
昌

貯
出

8

日
接

。
↓ぼ
ω
8
暮

α

ω
二
日
。
δ
昌
牙

H
匹
震

Φ
P
.、

と
述

べ

て

い

る

。

＼
匡
＼

と

＼
d
＼

と

の
音

質

の

差

を

区

別

し

て

発

音

す

る

こ

と

は
重

要

な

問

題

点

と

な

る

。

(
1
)

男
o
び
¢
誹

=
.
O
¢
}

胃

負

墨

ミ

§
§

o
審

駄

鍵

帖簿

黛
ミ
織

》
§

恥鼠
o
§

⑦
§

§
謎

℃
,

H
ω
P

日
本
人

に
同

じ

よ
う

に
聞

え

や
す

い
英
語

の
音
素

に

び
。9
・
ぴ
。
口
。q
耳

の
母
音

＼
o
＼

と

＼
o
＼

の
対

立

が
あ

る
。

＼
o
＼

は
日
本
語

の

[
オ
]

に
近

い
位
置

で
唇

を
も

う

す

こ
し
円

め

＼
q
＼

の
方

に
移
動

す

る
音

で
、
＼
o
＼

は

[
オ
]

よ

り
舌

の
位

置

は
低
く
、

あ

ご

は
も

っ

と
開

い
て

い
る
。

あ
ご

の
開

き

は

＼
9
＼

を
発

音
す

る
時

と
ほ

と

ん
ど

同

じ
く

ら

い
で
あ

る
が
、

唇

は
円

み

を
帯

び

る
。
寄

奮

や

国
ざ

は

＼
o
＼

を

単

母
音

と
解

釈

し
、

⇒

認
。ひ

ω
巳

号

な
ど

は

二
重

母

音

と
解

釈

す

る

が
、
米

音

で

は

冒

]

へ
の
移

動

が
す

く

な

い

の
で



日
本

の
学

習
者

に

は
認

知

上

＼
o
＼

と

の
区
別

が
付

か
な

い

こ

と
が
多

い
。

ま

た
、

た

と
え
ば

9
轟
ま

の

＼
o
＼

を

日
本
語

の

[
オ

ー
]

で
発

音

す

れ
ば

、

ぴ
8
什
の
よ
う

に
聞

え

混
乱

を
引
き

起

す
。

日
本

人

の
耳

に

[
ア
]

と
響

く

音

に

＼
9
＼
＼
Φ
＼

＼
紹
＼

が

あ

る
。
<
。
旨
自

切
3
毒

は
、
＼
蝉
＼

は
大

体

日
本

語

の

[
ア
]

に
、

ま

た

(
2
)

強

勢

が
置

か
れ

る

場

合

に

は

[
ア

ア
]

に
似

て

い
る

と

い

っ
て

い
る
。

＼
①
＼

は

＼
9。
＼

よ

り
舌

の
位
置

が
高

い
中

央

母
音

で
、

強

勢

の

あ

る
音
節

で
は
、

舌

の
位
置

は
す

こ

し
低
く

な

り
筋

肉

は
比
較

的

緊
張

す

る
。

ま

た
、

強

勢

の
な

い
音

節

で

は
筋

肉

は
最
も

弛

緩

す

る
。

筋

肉

の
弛
緩

に

つ
い
て

は
、

O
Φ筈

9。a

が

、、日
冨

ωo自

α
凶の
Φ
斡
お
日
Φ
落

HΦ
置
×
Φ
α
¢ぐ
窪

零
冨
昌

08
に
頃
ぎ
oq
ぎ

⇔
含
ロ
田

ω嘗
Φ器
①
ユ
ω崔

筈
一〇
..・

と

い

っ
て

い
る
。

＼
8
＼

も

日
本
語

に

な

い
音

で
、

舌

の
位

置

は

＼
"
＼

と

＼
璽り
＼

の
大

体

中

間

に
あ

り
、

唇

の
両

端

は
左
右

に

ひ
ろ
げ

ら

れ

る
。
＼
9。
＼

＼
Φ
＼

＼
8
＼
の
三
音

の
相

互
間

の
対

立

を
識

別

す

る

こ

と
も

調

音

す

る

こ

と
も

、

日
本

の
学

習
者

に
は
問

題
点

と
な

る
。

ま

た
、
ぼ
鴇9

冨
9
巳

の

＼
①
ぐ

は
音
声

学

的

に
は
米

音

の

＼
『
＼

に
似

た
母
音

で
、

そ

の
習
得

は
ア

メ

リ
カ

の
子

供

た

ち

に
も

し
ば

し
ば

(
3

)

大
き
な
困
難

を
与

え
る
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
日
本
人
に
は
特
に
む
ず

か
し
い
。
こ
の
音

は
英
語

の
音
組
織

の
中

で
も

っ
と
も
識
別

(
4

)

し

や
す

い
母
音

の

一
つ
で
あ

る

と

い
わ

れ

て

い
る
が
、

日
本

人

に
は

日
本
語

の

[
ア
ー
]

の
よ

う

に
聞

え
、

前

記

の
二
語

と

び
母
9

冨

a

と

の
識

別

に
抵

抗

を
感

じ
、

ま

た
調

音

上
も

＼
曾

＼
＼
母
＼

の

い
ず

れ
も

[
ア
ー
]

と
発
音

し
混

乱

を

生
ず

る

こ

と
が
多

い
。

言語比較 と英語発音の教授

(
2
)

<
Φ
議

o
昌

切
8
婁
P

§

こ
ミ
鑓

さ

ミ

ミ

§

ミ
蕊
鶏
ミ
鰍§

"
や

ω
ド

(
3
)

幻
。
ぴ
。
暮

笛

O
Φ
}

曽
旦

き
猟
ら

.
コ
①
。

(
3
)

(
4
)

』
9
日
①
。・
9

昌
Φ
ロ

曽
巳

ミ

ま

§。
目

即

↓
凶欝

塁

"
き

§

§

轟

b
」

O
b。
・

英

語

の

＼
ぴ
＼

＼
<
＼

は

日

本

人

の
耳

に

は

と

も

に

＼
び
＼

と

聞

こ

え

識

別

上

の
大

き

な

問

題

点

と

な

る

。

聴

覚

テ

ス
ト

を

試

み

る

と
、

そ

の
成

績

は

極

め

て

悪

い

こ

と

が

わ

か

る
。

＼
h
＼

と

＼
く
＼

は

日

本

語

に

な

い
音

で

あ

る

か

ら

調

音

上

で

も

問

題

点

と

な

る
。

＼
団
＼

の

蜘

代

り

に
、

[
げ
]

や
両

唇

摩

擦
音

の

[e
]

を
用

い
た

り
、
＼
〈
＼

の
代

り

に

＼
げ
＼

を

用

い

る

の
も

、

日

本
語

の
習

慣

の
あ

ら

わ
れ

で
あ



る

か

ら
、

英

語

の
発
音

に
お

い

て
国
語

と

は
別

の
習
慣

を
養

成

す

る

と

こ
ろ

に
困

難

が

あ

る
。

英

語

の

＼
ω
＼

と

＼
Φ
＼
、
＼
N
＼

と

＼
α
＼

も

日
本
人

の
耳

に
は
同

じ

音
、

つ
ま

り
前

の

一
対

は

い
ず

れ
も

＼
の
＼
、

後

の

一
対

は

い

ず

れ

も

＼
N
＼

に
聞

え

る
。

聴

覚

テ

ス
ト

の
実

験

か
ら
見

て
も

、
最

小
対

語

(霞

巳
§
巴

窟
菖

を

区
別

す

る
問

題

の
成
績

は
極

め
て
悪

く
、

こ
れ

ら

二
対

の
子

音

の
識

別

は
学

習

上
最

大

の
問
題

点

を

構
成

し

て

い
る

こ

と
が

わ

か

る
。

調
音

上

の
問

題
点

と

し

て

は
、
＼
①
＼
＼
α
＼

は

＼
隔
＼

＼
〈
＼

と
同

じ
よ

う

に

日
本
語

に
な

い
音

で
あ

る

か
ら

、

容

易

と

は

い
え
な

い
が
、

そ

の
要

領

を
会
得

す

る

こ

と
は
さ

ほ
ど

む

ず

か
し

い

こ
と
で

は
な
く
、

困
難

は
む

し

ろ
無
意

識
的

な

調
音

習
慣

を
養

成

す

る

こ
と

に
あ

る
。

実

際

問
題

と

し

て

は
、

英

語

の

＼
N
＼

の
調

音

の
方

が

＼
α
＼

よ

り
困
難

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る

理
由

が
あ

る
。

あ

る
英

語

教

育

講

習
会

に
お

い
て
、
。§

三
ロ
。q

と

。匪

ぎ
。q

を

区

別

し

て
発

音

す

る
課
題

が
与

え

ら
れ

た
。

前

者

の
発

音

は
全
員

が

合
格

し

た
が
、

後

者

の

＼
N
＼

の
発

音

は
ど

う

し

て
も

合

格

す

る

こ

と

の

で
き

な

い
人

々
が
数

名

あ

っ
た
。

そ
れ

は

＼
N
＼

に

＼
α
ミ

を
代

用

し

た

か
ら

で
あ

っ
て
、

日
本
語

の
特

性

か

ら
生

じ
た
誤

り

で
あ

る

と
思

う
。

服
部

四
郎
博

士

は
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日
本

語

(
東
京
方

言
)

の

[
ザ
]
[
ズ
]
門
ゼ
]
[
ゾ
]

(
母
音

に
先
立

た
れ
な

い
場

合
)

の
子
音

は

[
N
]
で
な
く

て
、

同

じ
調
音

点

の
閉
鎖

音

か
ら

【
N
]

へ
わ
た

っ
て
行
く

、
破
擦
音

冠
N
]

で
あ

る
。
大
体
、

[
ツ
]

の
子
音

で
あ

る
破
擦

音

[け
。。
]

の
有

声
音

で
あ
る

と

い
え

る
。
多

く

の
日
本

人

は
純
粋

の
摩

擦

音

[
N
]

を
発
す

る

の
に
は
非
常

に
練

習

を
要

す

る
。

(
服
部

四
郎

「
音
声
学
」
弓
・
O
O
.
)

と

い

っ
て

い
る
。

ま

た
、

金

田

一
春

彦

氏

は

日
本

語

は
、

ま
た
、
摩
擦
子
音

が
少

い
こ
と
が
特
徴

で
あ

る
。
純

粋

な
も

の

は

ω
と

ゲ

の
二

つ
し
か
な

い
。
N

も
東

京
語

な
ど

で

は
実

は

晋

で
、

一



種
の
破
擦
音
i

破
裂
音
と
摩
擦
音
が
接
着
し
た
音
で
あ
る
。

(
金

田

一
春

彦

「
日
本

語

」
や

刈
も。
●
)

言語比較 と英語発音の教授

と
い

っ
て
い
る
。
要
す

る
に
学

習
者

は

。碧
の

を

$
a
ω
の
よ
う

に
発
音
す
る
可
能
性

が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
問
題

は
[9

]

の
前
半

の

[
巳

を
除
去
す
る

こ
と
に
あ
る
が
、

人
に
よ

っ
て
は
国
語

の
習
慣
か
ら
舌
先
が
歯
茎

に
触
れ

る
の
を
抑
制
す
る

こ
と
が

ひ
じ

ょ
う
に
困
難
に
な
る
。

英
語

の

＼
の
＼
＼
N
＼

の
調
音
法

に
は
二
種
が
あ
る
。

一
つ
は
、
舌
端

が
上

の
前
歯

の
歯
茎

の
附
近
に
対

し
て
調

音
す

る
方
法
で
あ

っ
て
、

こ
れ
が
普
通

の
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
に
舌
先
を
下

の
前
歯

に
軽

る
く
接
す

る
構
え
方
が
あ
る
。

日
本
人

に
は
後
者

の
方
が
容
易

な
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
方
法
に
よ

っ
て
、
舌

先
を
下

の
歯
茎

に
接
す
る

こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、
舌
先
が
上

の
歯
茎

に
触
れ
る
お
そ
れ
が
な
く
な
る
わ
け

で
、

[9

]
の
[α
]
を
除
去

し
、

正
し
い

＼
N
＼

の
発
音

に
導
く
適

切

な
方
法
で
あ
る
と
思
う
。

子
音

と
し
て
日
本

の
学
習
者
に
認
知

と
発
表

の
両
面

に
わ
た

っ
て
、
も

っ
と
も
大
き

な
困
難

を
与
え
る
の
は

＼
鴇
＼

と

＼
一
＼

の
対
立

で
あ
る
。
聴
覚

テ
ス
ト
に
お
け
る
両
者

の
区
別

の
成
績

は
極

め
て
悪

い
。

ラ
行

の
子
音

は
弾
音

で
あ
る
が
、

舌
先
を
弾

い
て
歯
茎
を
打

つ

(
1

)

時

の
構
え
方
は

＼
一
＼

に
似

て
い
る
。
要
す
る
に
摩
擦
音

＼
同
＼

と
＼
一
＼

の
二

つ
の
行
程

を
経

る
。

標
準
米
語

の

[
二

は

ア
メ
リ
カ

の
子
供

た
ち
に
も
習
得

が
も

っ
と
も
困
難
な
音

に
属

す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
彼
等
が
最
後

に
習
得
す

る
音

で
、
幼
年
期

の
発
音

の
も

(
2

)

っ
と
も
普
通

の
特
色

は
、
＼
目
＼

の
代
り
に

＼
ヨ
＼

を
用

い
る
こ
と
で
あ

る
。

日
本
語

に
は
こ
の
音

に
い
く

ら
か
似
た
ラ
行

の
子
音
が
あ

る

か
ら
、
学

習
者

の
直
面
す
る
困
難

は
さ
ら
に
大
き

い
。
米
音

の

[
昌

や
摩
擦
音

の

[
二

を
発
す
る
場
合

に
は
、
舌
先
が

口
蓋

に
触

れ

る

こ
と
が
な
い
。

こ
の
舌
先

の
抑
制

が
日
本

の
学
習
者
に
大
き

な
困
難
を
与
え
る
。

ピ
巴
。

は

ス
ペ
イ

ソ
語
を
母
国
語

と
す

る
学
生
を

対
象

と
す
る
次

の
よ
う
な
標
準
米
音

[
ユ

の
指
導
法
を
発
表

し
て
い
る
。
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(
H
)

↓
ゲ
。

曾8

9

興

け巴

ω

爵
。

の
什巳

o
暮

8

胃

§

。
最

8

曽

只

。
δ
お

9

9

彗

諄

ヨ

濠

α

剛
噂

≦
ぼ
魯

冨

8

"

鷺

8

。
替

8

。
h

8

母

の
。

三

浮

。
巳

ユ
強

8

ξ

'

(bσ
)

出
Φ

δ

曽
路

巴

8

鷺

8

。
旨

8

謬

凶
αq
巴
昌

鼠

夢

臣

①

言

9

匪

。

け
。
昌
。q
口
・

h
9。
昏
ゲ
臼

冨

畠

8

芽

。

b
巨

。
・

(
。。
)

↓
冨

8
9。
9

9

鷺

。
巳

巨

8

ω

什
げ
。

ω
葛

慧

器

O

自
筥

巴

月

8

Φ
ロ
8

霞

9。
ぴq
①

曽
邑

oq
巳
9

昏

Φ

曾
巳

Φ
導

(軒
)

↓
。

冨

与

9

目
8

弩

帥
け。

暮
。

宕

の
三

。
b

。
h
爵

。

8
轟

ロ
Φ

臣

Φ

け$

g

興

げ
&

の

。
g

"

ヨ

巳

毛
一匪

罵

巨

唇

爵

a

"
包

嘗

。q
臼

ω

げ
g

け
昌

αq
巨

団

ヨ

。
ぎ

(切
)

↓
げ
。

ω
什午

α
窪

=

の
9。
欝

巴

8

胃

8

0
自

。
①
臣

①

紹

B
Φ

鼠

頴

画

吋

び
Φ
巳

一昌
。q

誓

0

8
昌
αq
ロ
Φ

壁
ユ
冨

H

9

島

g

Φ
〈
o
同
鴫

け
量

巷

岳

壱

お

ω
叶〒

。
旨

。
。
ヨ

o
の

き

旨

け臆
旨
巴

り

鼻

窪

8

けげ
Φ

営
$

沼

g

誓

弓

ユ
ω
¢

o
h
けゴ
o

ω
ε

9

三

ゴ
巨

ω
Φ
拝

妻
げ
。

ゲ
自・
ω
び
①
窪

ω
自
罐

自q
ぎ

αq

註

臣

eげ
Φ
冒

。
匡
①
ヨ

慧

夢

。
三

ω
g

8

の
ω
」

白

凶ω
n
貫

①
怠
目
Φ
ω
げ
巴
嘗
醒
=

。

b
。
貯
け
8

=

。

匪

㊦
ω
ε

9

昌

一冨

け
停

窪

φ

凶ω

ぎ

6
8

蔚
9

0
同

≦
訂

9。
叶
凶8

9

ヨ

①
Φ
昌

昏

o

什剛b

。
h

(
3

)

爵

0

8
凝

器

帥
巳

浮

①

冒

蜀
けo
.

(
1
)

大

西

雅

雄

「
英

語

発

音

の

研

究
」

b
・
o◎
り
●

(
2
)

冒

目
o
ω
9

胃

9

餌
呂

零

一一冨

目

国
.
目

富

麸

魍
ぎ

§

ミ
§

瑠
弓
・
舘

α
・

(
3
)

閑
。9
含

い
巴

p

寄

畠§

薦

O
§
鳴ミ

》
ミ

誉

§

こ

。
憩

轟
§
箭

憩

§
ミ
鑓

無
ミ

§
黄

留
、ミ

ミ

亀
ミ
魯

恥
ミ

ミ

ト
亀
蓉

ミ

ト
§
、苧

鰍亮

"
ω
Φ泣
①
の
ガ

b
」

お
.

こ
れ

は
誠

に
行

き

届

い
た
指
導

法

で
あ

っ
て
参

考

に
な

る
。

日
本

の
学

習
者

に

は

ラ
行

の
子

音

か

ら
始

め
同
様

な
行

程

を
用

い
て
指

導

す

る
方

法

が
考

え

ら
れ

る
。

ま

た

＼
目
＼

の
唇

の
円

め
を

会
得

さ

せ
る

た

め
に
、

円
唇

母
音

の
前

の

[
昌

か
ら

練

習

さ

せ
る

の
も
適

切

な

方
法

で
あ

る

と
思

う
。

＼
h
＼

の
教

授
法

と
し

て
は
、

口
頭

の
説

明
だ

け

で
な
く
、

ス

ト

ロ
ー
、

指

な
ど

を

用

い
て
発
音

の
要
領

を

会

得

さ

せ
る

こ

と
も
有

効

で
あ

ろ

う
。

日
本

人

が

＼
H
＼

と

＼
一
＼

を
混

同

す

る

こ
と

に

つ
い

て
は

匂8

$

が
、

、、↓
冨

冒
冒
器
ω①

葭
。

。q
o9
鎚
ξ

巨

①
亘
0
8

目
鋳
0
9
昌

匹
巳

o
h
μ
註

爵

8
暮
β。
冨
け矯
・

↓
9
喝

8
口
富
ωo

算

惹
夢

き

"
&

躍
沼

く
9。
ユ
o口
$

o鴎
H
餌
巳

吋
ぎ
島
ωq
ア

(
1

)

目
凶§

8
甘

♂
h
9

夢

　
彗

α

噌
ミ
げ
o
昌
の
需

爵

ぎ
σ。
国
昌
oq
房

げ
・..
と

い

っ
て

い

る

。

日

本

人

の

た

め

の

＼
一
＼

の
指

導

法

に

つ

い

て

冒
諾

ω

は

、
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冒

島
o

貯

ω
什
ぢ
ω
鼠
昌
8

爵

o

び
$

酔
↓
窃
巳
8

9。
お

o
σ
鼠

冒
巴

龍

け
冨

』
碧

9。
口
Φ
ω
o

冨
9。
嵩

臼

冒

9。
o
菖
8

ω

　

慧

夢

昏

①

け
甘

o
h

爵

①

8
畠

ロ
o

肩

o
ω
の
巴

ゆ
↓
日
信

曽
鵯

言
ω
け
爵

o

目
"
噂
o
↓

け8

爵

・

≦
ゴ
o
口

げ
o

げ
器

目
器

けΦ
お

山

夢

o

ω
o
自
ロ
山

冒

o
口
o
自
昌
8

α

ぼ

捗
匿
ω

≦
翁。
ざ

げ
o

ヨ
騎δ
団

買

8
㊦
Φ
唱

(
2

)

8

8

鴇
目

9
ロ

μ

ヨ

昏

o

昌
o
讐

巴

国
昌
αq
謡
ω
げ

b
o
ω
三

〇
昌

鋤
αq
9Ω
ぼ

ω
"

導

0

8

9

7

ユ

α
oq
⑦
...

言語比較と英語発音の教授

(
1
)

】)
餌
巳
巴

』
.o
昌
窪
鳩
卜
遷

◎
ミ
、軌ミ

ミ
、
寒

箋

簿

国

§
遷
ミ
帖3

サ

δ

Q。
・
・

(
2
)

∪
曽
巳
9

』o
づ
o
ρ

韻
3

や

呂
鮮
・

と

い

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
た

し

か

に
有

効
適

切

な
方

法

で

あ

る
。

こ

の
ほ

か

に
、

す

練

習

か
ら

始

め
る
方

法
も

あ

る
。

＼
α
＼

の
場
合

の
よ
う
に
舌
先

を
か
ん
で
こ
の
音

を
出

2
。

日
本
語

の
半
母
音
の
特
性
に
基
因
す
る
問
題
点

日
本
語

の
半

母

音

に

は
既
述

の
よ
う

に

こ

＼

と

＼
毛
＼

の

二

つ
が

あ

り
、

前

者

は

[
ヤ
]

[
ユ
]

[
ヨ
]
、

後

者

は

[
ワ
]

に
あ

ら

わ

れ

る
が
、

と
も

に
子

音
的

要

素

が
極

め

て
す

く

な

い
。

こ
の

二
音

は

い
わ
ゆ

る
漸
強

二
重

母
音

で
あ

っ
て
、

[く一9
]
℃

ロ
乱

・

[以
o
]
・

[q
9。
]

(
[(
]

は
副
音
を
あ
ら
わ
す
)

で
あ

る

と

い
わ
れ

て

い
る
。

英

語

の

＼
団
＼

Q
8
Φ
の
式

で
は

日

)

は
有

声

「
わ

た

り
」

音

で
、

高
前

舌

母

音

＼
一
＼

と
同

じ

よ
う

な
位
置

か

ら
、

舌

が

次

の
母

音

へ
速

か

に
移

動
す

る
時

生

ず

る
音

で
あ

る
。

日
本

語

の

こ

＼

と
は
違

っ
て
、

そ

の
後

に

は
ど

ん
な

母
音

で
も

続

く

こ
と
が

で
き

る
。

日
本

語

の

＼
U
＼

と
英

語

の

＼
団
＼

と

に

は
上
記

の
差

異

が
あ

る

の
で

＼
団
＼

の
調

音

は

日
本

の
学

習

者

に
困

難

で
あ

る
が
、

特

に
岩
9雪

や

巻
ω
の
場

合

に

む
ず

か
し
く

、
前

者

で
は

＼
鴫
＼

が
脱
落

し
、
後

者

で

は

＼
矯
＼

が

[イ

]

に
な

る

こ
と

が
多

い
。英

語

の

＼
≦
＼

は
舌

が

＼
ロ
＼

の
位
置

か
ら

次

の
母
音

に
移

る

「
わ

た
り
」

音

で
あ

っ
て
、
前

者

と
共

に

日
本

の
学

習

者

に

は
舌

の
移

動
法

が

む
ず

か
し
く

、
こ
の
音

は
円
唇

を
伴

っ
て
始

ま

る

の
で
そ

の
点

に
も

困
難

が
あ

る
。
特

に
＼
q
＼

＼
口
＼

が
後

続

す

る
場

合

が

困
難

で
、

≦
8
r

ミ
8
P

≦
β

ぎ

信
口
α

な
ど

は
多

く

の
練

習
を

要
す

る
。

誤

の
多
く

は

＼
毛
＼

が

日
本

語

の

[
ウ
]
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に
な
る
か
脱
落
す
る
か
の
い
ず
れ

か
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
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a

音
素
連
結
に
関
す
る
問
題
点

す

べ

て

の
国
語

に

は
、

特

有

の
音

素
連

結

の
型

が
あ

る
。

し

た
が

っ
て

こ
の
角
度

か
ら

日
英

両
語

を
比
較

し

て
、

問

題
点

を

検

討
す

る

こ

と
が
必
要

と
な

っ
て
く

る
。

こ
の

こ
と

に

つ
い

て

勾
ユ
。ω
は
次

の
よ

う

に

い

っ
て

い
る
。

↓

臣

ω

α
0
8

盤
B

ぢ

貯

αq

9

け
ず
①

◎
一ω
辟
ぎ

9

貯

⑦

ω
o
億
昌
側
ω

匪

9畠
甘

α
一幣

同

δ

o
巳

矯

爵

Φ

笥
お

け

ω
8

℃

(
包

昏

2

αq
ゴ

騨。
昌

冨

娼
o
昌

9。
g

o
"
o
)

貯

爵

o

の
o
δ

巨

田

0

8

日

遣
霞

δ
o
昌

o
h

酔
げ
O

冨

昌
魅

9Ω
oq
O

8

ぴ
0

5

9昌
↓
旨
o
畠

ぞ

凶
臣

昏

Φ

昌
9

貯

Φ

冨

昌
魅

凶
oq
o

o
h

け
ゲ
①

δ

90
『
ロ
魯

.

国
8

げ

冨

b
曽

"
oq
o

げ
9自
ω

ロ
9

0
三

団

搾
ω

o
毒

ロ

ω
Φ
け

9

島

雪

ぼ

9

才

O

ω
O
億
ロ
α

け

㊤
ε

鴇
$

…

詳

包

ω
o

ゲ
器

o
巳

矯

曽

一
凶目

騨
o
畠

昌
口
目

げ
霧

o
h

o
げ
母

曽
0
8

ユ

ω
け
一
〇

8

ρ
⊆
①
昌
8

ω

o
隔

8

ロ
ー

ω
o
昌
9
巨

ω

拶
昌
自

ぐ
o
萄
o
尻

薯

窪

o
げ

目

p
犀
o

口
噂

夢

Φ

ω
け
歪

o
け
二
旨

一

b
9

8

『
け

o
h

↓
げ
o

oo
覧

置

望

¢
ω

曽
昌
α

毛

自

α
ω
.

腎
H
O
§

け
ぼ

ω

貯

9

母

凶ω
詔

爵

o

一日

尉
δ
昌

曽
昌
8

0
h
臨
け
a

昌
α亀

誓

o

、
、宕

ω
葺

o
昌
ω
闇鳩
ぎ

ξ
ぼ

o
げ

昏

o

a

馨

営

o
瓜
ぐ
①

8

信
β
伍
ω

0
9
口

o
O
o
目
『
》
騨
昌
α

爵

①

、儀o
冒

ω
8

擁

、.
輯

ぼ

o
げ

夢

O
団

昌
蜀

矯

皆

↓
日

・

(
O
げ
曽
械
一
Φ
ω

∩
　・
国
嬬
一Φ
ω
℃
奪

概
.℃
"
。

戸
O
。)

外
国
語

の
音

の
認
知

と
発
音

上
の
難
易

は
、
分
節
音
素

の
特
性

に
も

よ
る
述
、

ま
た
そ

の
連
結

分
布

の
型

に
よ

っ
て
も
支
配
さ
れ
る
。

こ
の
点

を
考
慮
し

て
、
ま
ず

日
本
語

の
音
素
連
結
、

つ
ま
り
音
素

が
結
合
し

ど

の
よ
う
な
音
節

を
組
立

て
る
か
と
い
う
こ
と
を
音
節
表

で

調
べ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は

モ
ー
ラ
と
音
節

の
区
別

で
あ

る
。

モ
ー
ラ
と
は
音

の
相
対
的
長
さ

に

つ
い
て
い
う
も

の
で
、

日
本
語

で
は
子
音
音
素

と
短

母
音
音
素
と

の
連
結
、
あ
る

い
は
そ
れ

に
等

し
い
長
さ
を
持

つ
音
素
ま
た
は
音
素

連
結

を
い
う
の
で
あ
る
が

こ
こ
で
は
英
語

の
音
節

と

の
比
較

が
重
点

で
あ

る
し
、

モ
ー
ラ
を
音
節

と
し
て
取
扱

っ
て
も
大

し
た
違

い
は
起

ら
な

い
よ
う

で

あ

る

か

(
1

)

ら
、

こ
れ

を
音
節

と
し
て
述
べ

て
行
く

こ
と
に
す
る
。
日
本
語

の
音
節
表

に
も
学
者

に
よ

っ
て
若
干

の
差
異
が
あ
る
が
、

次
に
野
元
菊
雄



言語比較と英語発音の教授

(2

)

氏

の
も

の
を
引

用

す

る
。

(
1
)

野

元
菊

雄

「
国
語

の
音

韻

の
特

色
」

朝
倉

書
房
国

語
講
座
第

二
巻

「
音
声

の
理

論

と
教
育
」

竈

,
象

～
①
①
・
②

同

掌

認
・

匠 →ヒ 嘘.κ 圧 へ 躍玄営 (O
凶

♪。9λ9s18Stgsc冨 蔑 鴨 〉 冨y。v

B>。8Lgva母 隔9)1・ 冨 達 鵯 》 冨N㎡

s先9兇9v8v■9"ぎ"`碧 券 ぎ 斗 δ

ざN"胆v冨9ゴ唱Ve窟N4.喜

.廿互
拶

に

ぐ

旺
9

穐

ぐ

ε
9

華

ぐ

9
9

尻

せ

巴
9。

呪

ぐ

●
冨

董 菩 さ 磐 霊 菩 延 ぜ

 

菖
o

凡

垣

鳳
o

茂

塒

包
o

書昏 養讐 昏薯"甘量 呼 昏喜

.
≦

9δ
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一

'"思 コ.

 

巴㌣ 忽

 

o
凶ヘ ー

口
O

日

O
て 器

 

N
O膏 器

 

O
F

昌
勢

昌
P
曽

4刈1量

 

N
9⊃

ω
90

(
8粍

踊

桟
口
O

＼】β

O
串

H
O

N
O

ω
O

8

)
穐

斗

斗o

口
自

H
口
信

》 昌

 

N
⊆メ 窪

 

O
信

畿

ぐ

2

曽
-ー

ぐ

信
冨

御

せ

唱 ユ

 

N
冨

迄

ぐ

㌣ 畳

 

a
p

串

せ

魂

皿

且
o

"

皿

]且

o

〃

魁

・ニ ユ
o

坦

 

包
o

寒

坦

コ紐
O

㌣

皿

a
o

串

思

魂

ド

且
虞

"

μ

且

偉

勘

F

・こ ユ
ロド

 

N
冒

迄

"

　詔
ロ

㌣

μ

車 曾
"
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「

(
＼
.＼

の

つ
か

な

い

＼
ぐ

＼
o
＼

＼
9
＼

＼
o
＼

＼
ロ
＼

は

語

頭

に

立

た

な

い
。

母

音

音

素

に

の

み

続

き

う

る
。

例

え
ば

、

[ぎ

詩
霞

]
＼
屏
8

閃
β
q
＼
(
航

空

)
な

ど
。

(

)

内

の
音

節

は
方

言

に

よ

っ
て
あ

ら

わ

れ

な

い

こ
と

が

あ

る
。

ま

た

＼
o
Φ
＼

(
ツ

ェ
)

が

あ

ら

わ

れ

る

こ

と
も

あ

る
。

東

京

堂

「
国

語

学

辞

典

」

や

O
O
①

参

照

。
)



前

の
表

の
音

節

数

の
総

計

は

一
一
七

で
あ

っ
て
、

外

国

語

に
く

ら
べ

る

と
す

く

な

い
方

で
あ

る
。

い
ま
母
音

を

く
、
半

母
音

を

ω
、

音

を

o
、

携
音

を

＼
累
＼
、

捉

音

を

＼
目
＼

で
示

め
せ
ば

、

日
本

語

の
音

節
構

造

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る

こ

と
が

わ

か
る
。

子

＼
O
<
＼
℃

＼
O
ω
<
ト

＼
〈
〉

＼
口
＼
℃

＼
↓
＼

言語比較と英語発音の教授

そ

の
音
節

構

造

の
基

本
的

特

色

は
、

音
節

が

母
音

で
終

っ
て

い
る

こ

と

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

い
わ
ゆ

る
開

音

節

で
、

そ

れ

に
反

し

て
英

語

は
子

音

で
終

る
閉

音
節

に
富

ん

で

い
る
。

し

か
も
、

＼
<
O
＼

(讐
矯
o
昌
)
・

＼
O
<
O
＼

(9
αq
噛
ぴ
暮
)
は
も

と
よ

り
、

＼
O
O
<
O
＼

(ω証
量

寓

$
α
)
＼
O

O
O
<
O
＼

(
の只

冨

℃
ω
ぎ

諾

)
博

＼
o
<

o
o
＼

(
ω
爵

伽
。
路

ソ

＼
o
<

o
o

o
＼

(
8
忌

け
も

塁

)
な

ど

の

よ

う

な

種

々
の

複

雑

な

構

成
が
あ

る
か
ら
、
そ

の
音
節
数

は
日
本
語
よ
り
ず

っ
と
多
く
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら

し
て
も

日
本

の
学
習
者
が
直
面
す
る
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。

日
本

語

の
音

節

構

成

の
基
本

的

な
型

は
、

＼
O
<
＼

型

で
あ

っ
て
、
＼
、9。
＼

＼
.く

＼
、ミ

＼
.Φ
＼
＼
.o
＼

も

、
＼
.＼

と

い
う

子
音

音

素

と
母
音

音

素

と
が
結

合

し

て

い
る

と
解

釈

し

て

い
る
わ

け

で
あ

る
。

こ

こ
に
注

意
す

べ
き

は
音
節

の
頭
部

に
子
音

が

二

つ
以
上
く

る

こ

と
が

な

い
と

い
う

事
実

で
あ

る
。

英

語

で

は

二
個

以

上

の
子
音

連

結

(()OUPωOUP拶
酔
O
一口
ωけΦ同
)

が
、

音
節

の
頭

部

ま

た

は
末

尾

に
く

る

の
は
普

通

の

こ
と

で
あ

る
。

句
ユ
。ω
に

よ
れ
ば

、

語
頭

ま

た

は
母
音

の
前

で

は
総

計

三

九

の
子
音

連
結

が
起

り
、

母
音

の
後

に
く

る
子
音

連
結

は
全
部

で

一

五

一
で
あ

る
。

後

者

の
う

ち
、

六

五

は
単

一
形
態

素

の
語

尾

に
起

り
、

八
六

は
屈

折

語

尾

と

し

て

＼
N
＼
＼
の
＼
＼
α
＼
＼
け
＼

を
付

加

す

(
1

)

る

こ
と

に

よ

っ
て
生
ず

る
。

し

た
が

っ
て
、

日
本

の
学

習
者

は
国
語

の
習
慣

の
強

い
力

に

よ

っ
て
、

英

語

の
子

音

間

に
母
音

を

入
れ
、

た

と
え
ば

ω
巨

爵

が

【ω皿
巳

の(ロ
)]

と
な

っ
た

り
、
末

尾

の
子
音

の
後

に
母
音

を
付

け

た
り

す

る

よ
う

な

間
違

を
犯

し

や
す

い
。

ま

た
日
本

語

の
捉

音

＼
↓
＼
と
携

音

＼
2
＼
は
単
独

で
音
節

を
構

成

す

る
特

性

を
有

す

る
が
、

綴
字

の
影

響

も

あ

っ
て
、

た

と
え
ば

げ
9。
署

矯

の

＼
b
＼

0710

の
前

に
捉
音

が

入

り
、

鵯
曽
旨
ヨ
霧

の

＼
目
＼

の
前

に
携

音

が
入

っ
て
発
音

は
ゆ

が

め
ら
れ

る

こ

と

が

あ

る
。

ま
た
、
け類
o

や

8
漁

の



こ

＼
が

＼
$
＼

の
よ
う

に
発
音
さ
れ

る
の
も

日
本
語

の
音
節

構
造

の
性
格
が
影
響

し
た
も

の
で
あ

る
。
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(
1
)

0
げ
9昌
ユ
o
ω
ρ

団
ユ
窃

"
奪
3

,

ミ

駿
.

4

変
異
音
に
関
す
る
問
題
点

乱

日
本

語

の
変

異
音

に
基

因
す

る

問
題

点

。

日
本

語

で

は

音

素

連
結

に
お

い

て
、

母
音

一
般

が

前

の
子

音

に
影

響

す

る
傾

向

が
強

い
。

た

と
え
ば
、

ハ
行

の
子
音

は
、

現

在

で
は

[
イ
]

の
前

で

[
Oし
]
讐

[
ウ
]

の
前

で
相
当

多

く

の
方

言

に

お

い
て

[
臼
]
導

他

の
母
音

の
前

で

[
巳

と

い
う

よ
う

に
、

う

し

ろ

の
母
音

に
よ

っ
て
変

っ
て

い
る
。

こ
れ

な
ど
も

こ

の
傾

向

の

}
つ
の
あ

ら

わ
れ

と
も

い
え

よ

う
。

こ

の
傾
向

は
、

[
イ
]

の
前

で
は
子
音

の

口
蓋

化

と
な

っ
て
あ

ら

わ
れ

る
。

こ
の
現

象

は

サ
行

と
ザ

行

に
お

い
て
特

に
顕
著

で
あ

る

。

も

っ
と
も

、

歴
史

的

に

は

こ

の
二

つ
の
行

の
子

音

は
す

べ

て

[
二

[
㎝
]

で
あ

っ
た

と

い
う

説

が

あ

る
が
、

上
記

の
現
象

を
広

義

の
子

(
1

)

音

口
蓋

化

と
称

す

る

こ

と
が

で
き

よ
う

。

こ
の
傾

向

は
英

語

学

習

上

ω8

と

菩
①
に
お
け

る

よ

う
な

＼
ωく

と

＼
ωく

の
対

立

の
習
得

に

干

渉

を
加

え

る
傾
向

が
あ

る
。

聴

覚
上

は

こ

の
二
音

の
識

別

に

は
困

難

が
す

く

な

い
が
、

問
題

は
調
音

に
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
英
語

の

餌
〒

b
冨

9
け
の

O

の
読

み
方

を
指
導

す

る
場

合

に
早
く

も

遭

遇

す

る
問

題
点

で
あ

る

が
、

学

習
者

の
方

言

に

よ

っ
て

は
な

か
な

か
抜

け

が

た

い

困
難

点

で
あ

っ
て
、

こ
れ

に
鑑

み

て
も

、

英

語
数

授

の

た
め

に

は
、

日
本

の

い
ろ

い
ろ

な
方
言

と
英

語

と

の
比
較

を
行

う

必
要

が
痛

感

さ

れ

る
。

ハ
行

に
お

い
て

[
ヒ
]

の
子
音

が

口
蓋

化

さ
れ

[
O
]

に
な

る
が
、

こ

の
音

を

富

の

＼
げ
＼

に
変

え

て
発
音

す

る

と

ω冨

と
混

同

さ
れ

る
傾
向

が

あ

る
。

ま

た
、

日
本

語

の

[
ヒ
]

は
方

言

に
よ

っ
て

は

[
シ
]

に
転

化

す

る
こ

と
が
あ

る
が
、

こ
の
場
合

は

冨

と

。・げ
。

の
区

別

が
全

く

な
く

な

る

お
そ
れ

が

あ

り
複

雑

な

問
題

点

を
構

成

す

る
。

(
1
)

野
元

菊
雄

前
掲
書

,

切
㎝
舜



日
本
語

の
携

音

＼
z
＼

に

は
変

異

音

が
多

い
。

そ

の
変

化

は

[ジ

ρ

目
]

の
前

で

は

[日

]
》

[計

山
、
魯

、
P

ユ

の
前

で

は

冒
ピ

[押

O
、
昌
]

の
前

で
は

[ご
]
昌

の
]

の
前

で

は

["
]
噂
[9。
℃
ρ

～

乱

の
前

で

は

[山
]
珀
ロ
、
ρ

い
出

の
前

で
は

[昌

語

の
末

尾

で
は

[
z
]

(
1

)

の
形

を
取

る
も

の
と
見

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
よ

う

な
変

異

の
影

響

に
よ

っ
て
学

習
者

の
英

語

の
発

音

は
さ

ま
ざ

ま

な
ゆ

が

み

を
生

す

る

こ

と

が

あ

る

が
、

特

に
警

戒

す

べ
き

は
単
独

に
発

音

さ

れ

た

[
.ハ
ソ
]

冒
9。
z
]
》
本

「
げ
0
2
」

な
ど

の

＼
z
＼

を
英

語

に
持

ち
込

み

窓
p

8
口

な
ど

の

＼
昌
＼

に
代

用

す

る

こ
と

で
あ

る
。

言語比較 と英語発音の教授

(
1
)

浜

田
敦

「
日
本

語

の
音
韻
」
講

座

「
日
本

語
」

第

二
巻

や

ω
『

鳳

英

語

の
変

異
音

に
関

す

る
問

題

点

。

い
ま
、

冨
団

と

ω臨

の
各

々

の

[
鉱

を

比
較

す

れ
ば

、

前

者

の

[
犀
]

の
破

裂

に

は
強

い

呼

気

が
伴

う

が
、

後

者

の

[
犀
]

に

は
そ
れ

が
起

ら
な

い
。

し

か

し
、

ω匠

の

[
犀
]

を

冨

鴇

の

[
犀
]

で

発
音

し

て
も
、

人

為

的

で

は
あ

る
が
、

そ

の
意
味

は
変

ら

な

い
。

こ
れ

に
反

し

て
、
ω匠

の

[
犀
]

で

冨
喝

の

[
吋
]

を
発
音

す

れ

ば
、

そ

の

[
犀
]

は

[
αq
]

と

(
1

)

混

同
さ

れ

る
可
能

性

が
多

い
。

そ

こ
で
、

こ
れ

を
日
本

語

の
帯
気

音
、

無

気

音

と
比
較

し

て
み

る
必
要

が

あ

る
。

こ

の

こ
と

に
関

し

て
服

部

四
郎

博

士

は
次

の

よ
う

に

い

っ
て

い
る
。

日
本
語

(
東
京
方
言
な
ど
の
)
パ

ン

冒
拶
呂

"
鯛

[鼠
凶]
u
貝

冒
9。
ご

な
ど

の

守
]
[昌

[犀
]

は
英
語
の

守
、]

[什、]
穿
、]
ほ
ど
気
音
が
強
く
な

い

が
や
は
り
帯
気
音

の
部
類

に
属
す
る
。
し
か
し
、
東
京
方
言
で
も
条
件

に
よ

っ
て
気
音

の
強
弱
が
異
り
、
肩

穿
讐
9。
]
の

穿
]
は
中

冒
薗
犀
巴

の

[包

.

(
2

)

よ
り
気
音
が
強
く
、
後
者

は
全
く
気
音
が
な

い
。

し
た
が

っ
て
、

英
語

の

ぎ
矯

な
ど

の
帯
気
音

を
日
本
語

の
帯
気
音

[
犀
]

と
発
音
す
れ
ば
、

ま
ず

混
乱

を
生

じ
な

い
よ
う
で
あ

る
が
、

0910

も

っ
と
強

い
気
息

を
伴
う
よ
う

に
練

習
す
る

こ
と
が

一
層
望

ま
し

い
。

こ
れ

に
反
し
て
日
本
語

の
無
気
音

を
英
語

の
有
気
音

に
転
用
す
れ



ば

、

混

乱

が

生

じ
、
音

が

臼
o

に
、
け8

が

α

に
聞

え

る
わ

け

で
、

こ
れ

ら

は
実
際

に
生

じ

て

い
る
誤

り

で
あ

る

か
ら
指
導

上
留

意
す

1010

る

必

要

が

あ

る

。

い
ず

れ

に

し

て
も

、

帯

気

音

と
無

気

音

の

混

同

は
、

O
冨

の
8

が

、

.、》

b
臼
ωB

爵
9。
什
。・
曙

ω

[犀
H
蔓
]
自

ω
臨

[ω
閑
亙
呂

(
3

)

8
彗

α
ω
皆
導

晩
、
と

い

っ
て

い
る

よ
う

に
、

意

味

に
変

化

を
生
ず

る

お
そ

れ

が
な

い
場
合

で
も

避

け

ね
ば

な

ら
な

い
。

(
1
)

=
●
P

O
δ
器

o
昌

』
さ

ム
§

ミ

帖こ
§

ミ
§
ミ

ミ

b
霧
ミ
骨
赴
竃

自

辱

詠
妹賊塗
㌧
戸

δ

ω

自

(
2
)

服

部

四
郎

「
音
声
学
」
掌

同
ω
o。
・

(
3
)

国
●
》
●
臼
o
器
o
P

冒
`
奪
鈍
吻
℃
,

H
9

～
δ
0
・

米

語

の

子

音

の
変

異

音

で

日

本

の
学

習

者

に
特

別

の

困

難

を
与

え

る
も

の

に

有

声

音

[
けく
]

が

あ

る

。
こ

の
音

の
あ

ら

わ

れ

る
位

置

は
、

(
a
)

母

音

間

の
無

強

勢

の
母

音

の
前

(宮

け$
き

σ。
卑

き

。
夢
巽
y

(
b

)

音

節

を

な

す

＼
一
＼

の

前

(
び
⇔
葺

ρ

9

巴

Φ
)
"

(
c
)

＼
一
＼

と

無

強

勢

の

母

音

の
間

(
8
諺
巳
8
9

≦
帥
暮
o
α
y

(
d

)

＼
ロ
＼

と

無

強

勢

の
母

音

の
問

(
響

①
艮
ど

芝
9
9
Φ
ユ
)
"

(
e
)

無

強

勢

の

母

音

の
間

(
2

)

(讐

碧

o
島
魯

覧
①
8

…
幽=

e
一ω

8
暑

o巳
o暮
)

で
あ

る
。

し

か

る

に
有

声
音

[
僻
]

は
日
本

入

の
耳

に

は

[
α
]

と
聞

え

る

か
ら

、

米
語

を

聞

き

分

け

る

に

は

こ
の
音

が

一
つ
の
障

害

と
な

る
。

た

と
え

ば

奪

$
昌
と

冨
&

。が

℃
9
晋

αq

と

陰

象

ぎ
。q
b

8
ヨ

と

b
9
日

の
区

別

が
困

難

で
あ

る

。
文

の
場
合

に

お

い
て
も
、

た

と
え
ば

一
三
け
三
8
・
[巴

黙

曾
邑

が

H
窪
α
匿
目
・
[鉱

ぽ
α
巨

]
に
聞

え
る

わ
け

で
あ

る
。

こ

の

音

は
主

と

し

て
聴

覚

上

の
問

題
点

と

し

て
も

い
い
。

教

育

の
あ

る
人

々
の
談

話

に
お

い
て

は
、

無

気
無

声

音

[
↓
]

と
自

由
変

異

を

な

し
、

ま

た
形

式

張

っ
た
場

合

や
話

者

が

正
確

を
期
す

る
場
合

は
無

気
無

声

音

[
二

が
普

通

で
あ

る

か
ら
、

有

声

音

[
硝
]

の
調

音

の
指

導

は
強

い
て
行

う

必
要

が
な
く

、

ま

た
上
級

の
段
階

に
残

し

て
も

い

い
と
思

わ
れ

る
。

(
2
)

渉
↓
夢

霞

匂
.
⇔d
3

房

8
旦

§

恥
、
、§

ミ
謡
無
ミ
軌§

ミ
.
』
§

ミ
賊§

§

穿

魁
請
鳶

◎
弓
・
謡

～

胡

・



二

 

英

語

の

「
か
ぶ

せ
」

音
素

に

は
、

高

さ

(霊
一〇
ゴ
)
、
強
勢

(ω
窪
oωω
)、
連

接

Q
毒

9
葺
。
)
の
三

つ
が
あ

る
。

る
学

習

上

の
問

題
点

を
考
察

し

て

み
よ

う
。

次
に
こ
れ
ら
の
音
素

に
関
す

L

高
さ
音
素
に
関
す
る
問
題

英

語

の
高

さ

の
音

素

に
は
、
最

高

(穿

茸
甲
露
αq
『
)
"
高

(霞
σq
げ
ソ

中

(≦

α
)
"
低

(ド
。
毛
)

の
四
段

階

が
あ

る
。

四

つ
の
段
階

の
間

隔

は

絶

対

的

な
も

の
で
な

く
、

個

人

に
よ

っ
て
差

異
が

あ

り
、

ま

た
同

一
個

人

で
も

発

話

の
時

に

よ

っ
て
変

化

す

る
。

音
素

論

的

に
伝

達

上
重

要

な
価

値

を
持

つ
の

は
四
段

階

の
相
対

的

間

隔

で
あ

る
。

高

さ
音

素

は
単
独

で

は
、

ほ

と

ん
ど

あ

る

い
は
全
く

無
意

味

で
あ

っ
て
、
意

味

を
伝

達

す

る

の

は
、

高

さ
音

素

が

組
合

わ
さ

れ

た

全
体

と
し

て

の
音

調

曲
線

(H昌
什O
昌
9
け一〇
旨
O
O
昌
けO
信
目
)

で
あ

る
。

音

調
曲
線

に

は
多

数

の

種

類

が

あ

る
が
、

外

国

人
学

習

者
が

、

母

国

人

と
同
様

に
複

雑

な
音

調

曲
線

を
駆
使

す

る

こ

と
を
望

む

の

は
無

理

で
あ

る
。

勺
涛
Φ

は
そ

の
理
論

に
よ

っ
て

ミ

シ
ガ

ソ
大

学

英

語
研

究

所

が
選

択

し

た
高

-

低
、

高
-

中

、

中
ー

高

、

高
ー

低
-

中

の
四

つ
の
音

調
曲
線

に

つ
い

て

(
1

)

そ

の
適
正
な
る
こ
と
を
論
じ
、
外
国
語
教
授

に
お
け
る
最
小
数

の
音
調
曲
線
選
択

に
関

し
て
指
針
を
与

え
て
い
る
。

言語比較 と英語発音の教授

(
1
)

内
魯

器

爵

い

℃
涛
ρ

§

鳴
」§

、§

ミ
暁§

ミ
.
卜
§
ミ
軌§

ミ

肉
這

詠
登

b
,

一
〇
c。
～

一
①
ρ

日
本

語

の
音

の
高

さ

の
段

階

に

つ
い

て
は
、

匹
0
9

が
次

の
よ
う

に
や

は
り

四
種

の
度

合

を
区

別

し

て

い
る
。

＼
一
＼

＼

b。
＼

ぼ
αq
げ
o
曾

嘗
け
9

"
夢
Φ

露

筑
ゲ
Φ
曾

冨
く
9

↓
8

0
冒
巴

言

昌
自

日
巴

o
o
口
く
o
屋

暮
δ
三

昌
$

辱

昏

o

q
も
0
2

出
日
詮

o
h

旨

o

ω
b
8

犀
霧

.ω

<
o
貯
o

量

口
σq
。

1110

臣
σq
冨

吐

言
置

且
8
ゲ
"
昌
$

h

島

o

ヨ
達
臼
o

o
h
昏
o

聲

$

犀
段

.ω

〈
o
言
o

量

ロ
σq
o
…
ω
=
αq
三

ぐ

δ
毛
o
同

o
ロ

昏

Φ

貯
雪

ω
覧
貯
匡
¢

o
断

拶

リ
ゲ
旨

の
㊦



＼

G。
＼

＼
ミ

け
げ
9
ロ

O
置

O
笥

ゲ
Φ
鴇
0

12

δ
藷

凶

ヨ
崔

冨

9

蚕

9

暮

匪
h
。
。

8
昌
$

び
。
δ
薯

＼
笛
＼
…
昌

αe
ゲ
↓
貯

ぼ
αq
冨

円

。
昌

爵

巴

器

募

覧
一9
三
①

。
h
9

9

帰
器

。

些

彗

。
露

≦
冨

器

10

δ
箋
$

け
嘗
言
汀

ロ
o
g

号

o

ざ
≦
g

嵩
ヨ
害

o
h
昏

¢

ω
b
$

寄

h
、ω

〈
o
言
¢
量

ロ
oq
o
…
ω
嵩
αq
げ
二
矯

ざ
≦
o
『

8

尋

o

貯

ω
け

ω
鴫
旨
9。
醒
①

o
h

"

噂
訂

器

o

(
1

)

臣

9
昌

o
昌

弾

ヨ
9

芭

の覧
冨
庄
o
讐
9。
昌
α

δ
≦
霧

ω
鹸
臼

8

昏

o

鼠
ω
一
ω
覧
冨
匡
⑦
i

冨

お

o
津
窪

妻
o
崔

冨

δ
妻

匪

o

ぎ

毒

巴

魯

$

匠
口
αq
-旨

ロ
αq
o

(
2
)

〔
例

〕

旨

曽
。・騨

3

卍

億

鱒
o
。。o
犀
ぎ

9
目

o
ヨ

o
α
斡
宵

o
ら

(
1
)

守

『
昌
"
a

田
8
戸

ω
ミ
ミ
霧

§

9
)§
Q
ミ
自
、
ミ

喬
ミ
紹

、
メ

§

器
§
鼠
参

智

o
吻
》
沁
鳴
§
羅
ミ
題

ミ

ト
ミ
讐

傍
畿
3

娼
●
ω
ω
ω
.

(
2
)

穿

吋
ロ
"
a

匹

8

F

H
竃

●冒
り
・
ω
潜
9

(
1

)

音
韻
論

的
に
は
、
日
本
語
で
も
大
体

四
段
階

で
間

に
合

う
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
語
の
音
調

は
英
語
よ
り
も
比
較
的
単

調
に
聞

え
る

こ
と
が
多

い
の
は
、
高

さ
の
絶
対
的
な
差

が
小
さ

い
の
と
、

そ
の
利
用
が
活
発
で
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た

国
8
ゲ
も
注
意

し
て

い
る
よ
う

に
、

日
本
語
の
音
調

は
、
発
話

の
終
末
部

に
至

っ
て
、
声
が
低
く
下

っ
て
、
人

の
耳
に
感
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど

に
な

っ
て
し
ま
う

(
2

)

こ
と
が
多

い
。

発
話
の
終
末
部

で
声

の
高

さ
が
下

っ
て
そ

の
段
落
を
示
す

こ
と
は
、
英
語

で
も
下
降
調

に
表

わ
れ
る
の
で
あ

る
が
、

日
本

語

の
よ
う

に
終
末
部
が
は

っ
き

り
し
な

い
た
め
意
味

の
不
明
瞭

を
来
す

こ
と
が
多

い
の
と
は
事
情

を
異

に
す

る
。

し
か
し
、
英
語

の
基
本

的
音
調
曲
線
を
学

習
者
に
会
得

さ
せ
る

こ
と
は
必
ず

し
も
困
難

で
な
い
。
問
題

は
音
調
曲
線

と
意
味

の
相
関
関
係
を
認
識
さ
せ
正
し
く
用

い
る
よ
う

に
指
導

す
る

こ
と
に
あ

る
。

(
1
)

野

元
菊
雄

前
掲

書

》
・
μ
O
ρ

「
国

語
学

辞
典

」

(
2
)

佐

久
間
鼎

「
日
本

音
声
学
」
弓
・
O
ω
卜

壁

サ

ミ

●

a

強
勢
音
素
に
関
す
る
問
題
点



言語比較と英語発音の教授

英

語

に

は
四

つ
の
強

勢

音

素

が
あ

る
。

い
ま
、
α
ロ
ω蔓

と

鼠

邑
。
≦
ω
を
個

々
の
語

と

し

て
発

音
す

る

と
、

両

語

と
も

「
第

一
強

勢

+

弱

強

勢
」

の
連
結

を
持

っ
て

い
る

こ

と
が
わ

か
る

。
し

か
し
、
二
語

を

α
φ
ω畠

鼠
巳

。蕩

と

い
う
構

造

に
す

る

と
、
含

ωq

の
第

一
音
節

は
第

二
音
節

よ

り
強

い
け

れ

ど
も

、
§

巳
。
譲

の
第

一
音
節

よ

り
弱

く

な

り
、

第

二
強

勢

を
受

け

る
。

ま

た

び
H
δ
ま
器
。

の
第

二
音

節

は
弱
強

(
1
)

勢

で
は

な
く
第

三
強

勢

を
受

け

る
。

英
語

の

ア

ク
セ

ソ
ト

は
そ

の
強

さ

に
よ

っ
て
、
＼
、＼
＼
、＼

＼
、＼
＼
(
＼

(弱
強
勢
の
記
号
は
必
要

の
な
い
場

合
に
は

つ
け

な

い
)

の
四
種

に
区

別

さ

れ

る

の
で
あ

る
が
、

日
本

語

の
ア

ク

セ

ソ
ト
は
高

さ

の

ア

ク

セ

ソ
ト
で
あ

っ
て
、
高

低

の

二
段

か

ら

成

っ
て

い
る

と
見

る
人

が
多

い
。

ま

た
、

英

語

で

は

ぎ
臼
o⇔
器

と

言
。は
器
ρ
臼
幣
目

と

留
剛警

の
よ

う

に
強
勢

に
よ

っ
て
意

味

が
変

る

場
合

が
多

い
が
、

日

本

語

で

は

ア

ク

セ

ソ
ト

に

よ

っ
て
意

味

が
異

な

る
場

合

も
あ

る
が
、

東

京

語

と
京

阪

語

で

は

ア
ク

セ

ソ
ト
が
逆

に

な

っ
て

い
る
場
合

が

あ

る

よ

う

に
、

必
ず

し
も

絶

対

的

な
も

の
で

は
な

い
と
思

わ
れ

る
。

以

上

の
事

情

か
ら
英

語

の
学

習

者

は
英

語

の
強

さ

ア

ク

セ

ソ
ト
に
高

さ

ア

ク

セ

ン
ト

を
転

用
す

る

お
そ

れ
が

あ

り
、

ま

た
強

勢

に
敏

感

で

な

い
た

め
そ

の
型

の
学

習

に
苦

労

し
、

間

違

を
犯

し

や
す

い
。

か

の

αe
み
窪

ま

器
。

(緑
の
家
)

と

。q
鼠
。
}

9
のΦ

(温
室
)

の
強

勢

の
差

な
ど

は
さ

ら

に
困

難

な

問
題

で
あ

る
。

し

か
も

四

種

の
強

勢

を
聞
き

わ

け

る

こ
と

は
ひ

じ

ょ
う

に
む

ず

か
し

い
。

し

か
し
、

英

語
国

民

で
も

必
ず

し
も

四
種

の
区
別

が

で
き

る

と

は
限

ら

な

い
。
=
監

も
、

、、》
旨
Φ
ユ
$
ロ
ω需
爵
o
議

げ
β。〈
o
昌
o
岳
睡
。巳
q

ぼ

器
8
讐
巨

昌
o。
昌
器
。
o。§
働
窃
"
び
暮

p。
♂
ロ
昏

匡

像
凶ω菖
旨
↓δ
旨
8
信
器
ω
け3
口
巨
①

(
2

)

8
弓
日
き

響
..
と

い

い
、

四

つ

の
強

勢

を

聞

き

分

け

る

こ

と

の

で
き

な

い
人

に

対

し

て
、

.、犀

お

ロ
9
馨

昌

8

巴

詮
の
。

葺
。

↓
。
9。
畠
臼

筈
讐

篤

げ
Φ

2
葺

げ
器

葺
o
¢
匡
o

≦
一爵

8
貧
鴎

ω
貯
窮

窃

eo
沖
霞

び
鎖
く
ぎ
oq

≦
o
同
吋
巴

夢

3
q
αq
げ

昏

o

O
8

ω
管
一①

象
馨
冒
o
菖
o
昌
ω
類
ぼ
o
げ

げ
曽
く
o

冨

Φ
昌

σq
凶く
Φ
P

げ
o

(
3

)

ωゲ
o
巳
山
8
器
巳
け
9
8
旨
需
8
暑

僧
慈

蔓
雪

9
巳

§

甘ゴ
o
き
巴
誘
け
8
昌

o
暮

8
昌
樗
器
冨

♂
鴇
臣
目
・.、
と
忠
告

し

て

い
る
く

ら

い
で
あ

る
。

ア

メ

リ
カ

人

で
四
種

の
強

勢

を

区
別

で
き

な

い
人

々
の
方

言

で

は
、

強

勢

音
素

は
三
種

か

ら
構

成

さ

れ
、

第

二
強
勢

と
第

三
強

勢

が

一
諸

に
な

(
4

)

っ
て

い
る
。
学

者

の
中

に
も

什訂
。。
虫

器
器

。。器
8
彗

を
唱

え

る
人
も

あ

る
か

ら
、

わ

が
国

の
英

語

教
育

で

は

こ

の
間

の
事

情

を
充

分

斜

酌

1310

す

べ
き

で
あ

る
。



(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

》
器
三

げ
巴
血

》
.
田

　
℃
§

、さ

§

9
智
§

ミ

ト
軸養

詠
騎
6

盟

ミ

ミ
ミ
ミ
物
》

Ψ

δ

宍

》
言

げ
ぴ
巴

α

》

の

口
≡

℃
奪

織
.鴇

弓
・

戸
◎。
・

跨
・

b

●
口

旨

矯
奪

3

や

ド
oQ
.

》
昌

げ
ロ
同

匂
.
しd
3

諺

8

5

℃
き

儀
り"
℃
・
N
お

曹

1014

a

リ
ズ
ム
に
関
す
る
問
題
点

前

述

の
よ
う

に
、

日
本

語

に

は
高

さ

ア

ク

セ

ソ
ト
は
あ

る
が
、

強

さ

ア

ク

セ

ン
ト

は
な

い
。

こ

の
こ

と

か
ら
、

日
本

語

の
各

音

節

は
、

日
常

の
会

話

で
も

、

同
じ
長

さ

に
発

音

さ
れ

る
傾

向

が
大

き

い
。

し

か
る

に
英

語

に
お

い
て

は
、

あ

る
音
節

は
特

別

の
重

さ

を
受

け

て
、

他

の
音
節

よ

り
も

長

く

い
わ
れ
、

あ

る
音
節

は
通

例
あ

い
ま

い
に
な

っ
て
他

の
音
節

よ

り
早

く
言

わ

れ

る
。

文

の
第

一
強

勢

は
、

ほ
ぼ
同

じ
間

隔

を

お

い

て
起

り
、

こ
れ

ら

の
第

一
強

勢

問

に
、

多

く

の
音

節

が
く

れ
ば

、

そ

れ

ら

の
音
節

は

お

し

つ
ぶ

さ

れ

て
あ

い
ま

い
に
さ
れ

(
1

)

 る
。

ま

た
、

も

し

二

つ
の
第

一
強

勢

間

に
小
数

の
音
節

よ

り
な

い
場

合

は
、

こ
れ

ら

の
音

節

の
発

音

に

は
も

っ
と
時

間

を

か
け

る
。

こ
れ

が
英

語

の
リ
ズ

ム
で
あ

る

が
、

日
本

語

の

リ
ズ

ム
は
断

音

的

(ω鼠
8
9
0
)

で
あ

る

か
ら
、

日
本
人

は
英

語

の
リ
ズ

ム

の
学

習

に
相

当

の
困

難

を
感
ず

る
。

(
1
)

ρ

O
●
閑
目
δ
9

奪
猟
"
ヤ

bO
ω
●
(太
田
朗
訳
注

「
英
語
の
教
授
と
学
習
」
◎
.
出
弓)

英

語

の
発

話

は
速
度

が
進

む

に

つ
れ

て
、

そ

の
発
音

が
変

化

す

る
。

外

国
人

に

理
解

が
困

難

に
な

る

の

は
、

速
度

よ

り
も

む

し
ろ

音
節

が

弱
化

し
、

分

節

音

素

の
脱
落

や
変

化

が
起

っ
た

り
、
閉

鎖

連

接

が

行

わ
れ

た
り
す

る

と

こ
ろ

に
あ

る
。

ピ
巴
。

の
示

し

て

い
る
次

の
例

は
、

発

話

の
速

度

が
増
す

に

つ
れ

て
、

そ

の
発
音

が
変

化

し

て
行

く
様

相

を

あ

ら

わ
す
も

の

と
し

て
参

考

に
な

る
。

出
O

O
曽
ロ

目
ロ
α
⑦
械
曾

卯
昌
α

什
ゲ
O
ヨ

●



＼
ぼ

犀
融
昌

o
ロ
血
2

ω
↓
》
国
乞
∪

α
o,
巳
＼

＼
ぼ

吋
①
昌

o
昌
9

あ

↓
》
国
2

α
o
ヨ
＼

＼
ぼ

犀
昌

o
ロ
脅

ω
日
》
同
Z
Φ
目
＼

＼
謀
犀
ぎ

昌
鴇
ω
↓
ひ
乞
ひ
ヨ
＼、

(
】刃
O
び
O
同
什
口[
"
幽
O
℃
♂

織
ご

喝
.
もゆ
心
●)

言語比較と英語発音の教授

大
文
字

は
文
強

勢

を
受

け
る
音
節
。

最
初

の
表
記
内

の

三

の

剛
は

一
に

ア
ク

セ
ソ
ト
符
号

の

つ
い
た
も

の
。

上

田
明

子
訳

注

「
文

化

と

言

語
学
」

で

は

こ
の
点

の
印

刷

が
明
瞭

に
な

っ
て
い
る
。

な

お
、
H
9。
α
o

は
語

ま
た
は
句
強

勢

と

し
て
、

第

一
強
勢
、

第

二
強

勢
、

弱
強

勢

を
、

可
動
性
強

勢

と
し

て
文
強
勢

を
認

め
て

い
る
。

上

の

例

に
示

め

さ

れ

た

よ

う

な

発

音

の
変

化

は

、

認

知

と

発

表

の
両

者

に

わ

た

る

問

題

点

を

構

成

す

る

。

つ
ま

り

弱

形

、

縮

約

、

固

有

の
音

の
変

化

、
閉

鎖

連

接

が

問

題

と

な

る

。
弱

形

に
関

し

↓
ぎ

目
器

が

.、↓
審

冨
諺
8

零
ぎ

①
目
嘗

9。
ω
幕

ω
⑦
話

昌

ぎ

旦

づ
。

言
畏

2

げ
。
箋

(
1

)

紹
げ
ω
盛

翁。
↓
ざ

貯

。
〈
Φ
遷

ω
①
昌
8
琴
ρ

魯

。
舞

ω
置
8
匿
8
梓好

9
巳

ぎ
¢
留

9
貯
9
部
."
と

い

っ
て

い

る

の

は
、

わ

が

国

の
学

習

者

に
も

よ

い
示

唆

で

あ

り
、

指

導

上

留

意

す

べ

き

こ

と

で

あ

る
。

(
1
)

O
げ
母

】①
ω

国
Φ
ロ
昌
①
夢

↓
げ
o
B
器

℃
』
§

N
ミ
こ
§

ミ
皆
謎

ミ

"ミ

ぎ

o
ミ

融
畠

駄

国

ミ
"
識
ミ
ミ

肉
這

詠
登

や

=
軒

4

連
接
に
関
す
る
問
題
点

連

接

に
は
、

上
昇

、

下
降

、

平

坦

の
三

つ
の
末

尾

連
接

と
内

部

開
放

連

接

が
音

素

と
し

て
認

め
ら

れ

て

い
る

が
、
内

部

開

放

連

接

の
反

対

が
開
鎖

連

接

で
あ

っ
て
、

両

者

の
差

異

は
ゆ

っ
く

り
し

た
発

音

の

巳
σq窪

同魯
。

と

a
αq拝
目讐
。

の
間

に
見

ら
れ

る
。

前

者

に
開
放

連

接

1510

が
起

り
、
後
者

は
閉
鎖
連
接
を
持

っ
て
い
る
。
開
放
連
接

は
必
ず
し
も
語

の
境
界

に
起

る
と
は
か
ぎ

ら
な

い
が
、
わ
が
国

の
国
語
習
慣

と



の
相
違

か
ら
、

特

に
学

習

の
問
題

点

と

な

る

の

は
、

速

い
発

話

に
お

い
て
閉
鎖

連

接

に
よ

っ
て
語

の
境

界

の
認

知

が

困
難

に
感

ぜ
ら

れ

る

場

合

で
あ

る

と
思

う
。
前

項

に
お

い
て
触

れ

た

よ
う

に
、

英

語

の
早

い
発
話

で

は
閉

鎖

連
接

が
多

く

起

り
、
音

節

の
最

後

の
子

音

が
、

次

の
音

節

の
最

初

の
子
音

に
な

る

こ
と
が
あ

る
。

た

と
え

ば

、

8
け
を

一
秒

間

に
四
、

五

回

の
速

度

で
発

音

す

る

と
、
紹
け6
9。
け占
,。
什
は
、

ま

(
1
)

ず

$

サ
$

ε

け

に

な

り

、
次

に

は

8
"
占
8

・け$

と

な

る

と

い

う

。

ま

た

、

糞

の
。
琶

#

は

＼
。
織
包

ミ

と
発

音

さ

れ

る

こ

と
も

あ

る

が

、

(
2

)

閉

鎖

連

接

が

起

っ
て
語

の
境

界

が
あ

る
と
す

れ

ば

＼
昌
＼

と

＼
山
＼

の
間

へ
移

さ
れ
、

＼
。
菰
鋤
魯

＼

と
発
音

さ

れ

る

こ
と
も

あ

る
。

こ
の

よ

う

な
閉

鎖

連
接

や
固
有

の
音

が
変

化
す
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。
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鋭

敏
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え
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い
が
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他
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う
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述
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